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は
ば
た
け
子
ど
も
た
ち

　

桁
は
ず
れ
の
残
暑
を
乗
り
越
え
ほ
っ
と
息
つ
く
爽
や
か
な
あ
る
日
、
新
聞
紙
上
で
、
「
無
主
物
」
と
い
う
聞
き
慣
れ

な
い
言
葉
に
出
合
っ
た
。
広
辞
苑
を
繙
く
と
、
法
律
用
語
で
何
人
の
所
有
に
も
属
さ
な
い
物
と
あ
っ
た
。
震
災
後
九
年

七
ヶ
月
と
な
っ
た
今
、
こ
の
無
主
物
を
め
ぐ
る
論
争
が
絶
え
な
い
と
い
う
。
自
然
界
の
有
す
る
草
木
、
鳥
や
魚
す
べ
て

無
主
物
で
あ
り
、
驚
い
た
こ
と
に
放
射
線
の
セ
シ
ウ
ム
も
ま
た
無
主
物
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ゴ
ル
フ
場
の
除
染

も
然
り
、
所
有
物
の
除
染
に
責
任
は
な
い
と
の
論
争
に
、
法
律
に
疎
い
な
が
ら
も
奇
妙
な
印
象
を
拭
え
な
い
。
フ
ク
シ

マ
を
苦
し
め
た
セ
シ
ウ
ム
も
、
こ
の
世
界
に
蔓
延
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
、
共
に
目
に
見
え
な
い
恐
怖
の
魔
物
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
な
ぜ
か
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
恐
ろ
し
い
。
今
や
全
世
界
で
三
千
四
百
万
人
超
え
、
国
内
で

も
八
万
五
千
人
を
超
す
感
染
者
の
厖
大
な
数
に
、
人
間
は
自
粛
を
強
い
ら
れ
、
や
が
て
人
間
性
が
毀
れ
て
し
ま
う
危
機

感
を
抱
い
て
し
ま
う
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
夏
休
み
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
大
河
原
小
中
学
校
「
子
ど
も
文
芸
展
」
の
選
考
委

員
会
が
あ
っ
た
。

　

我
町
は
俳
句
の
山
家
竹
石
、
短
歌
の
佐
藤
佐
太
郎
、
川
柳
の
蔦
作
太
郎
と
至
高
の
文
化
人
を
輩
出
し
て
い
る
。
未
来

を
担
う
子
ど
も
達
に
先
人
の
偉
業
を
伝
え
継
ぐ
と
共
に
、
伝
統
的
な
文
化
に
触
れ
て
感
受
性
を
高
め
る
べ
く
、
大
河
原

町
文
化
協
会
と
公
民
館
が
一
体
と
な
っ
て
の
毎
年
の
企
画
で
あ
る
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
臨
時
休
校
の
埋
め
合
わ
せ
で
、
夏
休
み
が
短
縮
さ
れ
た
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
三
百
句
の
元
気

溢
れ
る
投
句
に
感
激
だ
っ
た
。
私
は
俳
句
部
門
四
人
の
選
者
の
一
人
と
し
て
選
に
当
た
っ
た
が
、
小
学
四
年
生
の
「
花

壇
か
ら
ぼ
く
を
見
て
い
る
か
た
つ
む
り
」
、
小
学
六
年
生
の
「
雨
あ
が
り
光
っ
て
見
え
た
夏
の
空
」
、
中
学
二
年
生
の

「
ぼ
く
に
だ
け
動
い
て
見
え
る
夏
の
星
」
な
ど
の
純
真
無
垢
な
作
品
の
数
々
と
、
自
然
界
を
見
る
子
ど
も
の
目
線
と
感

性
に
拍
手
を
贈
り
た
い
思
い
だ
っ
た
。

　

自
粛
す
る
外
に
な
い
閉
塞
感
の
中
に
あ
っ
て
、
消
息
の
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
嘖
ま
さ
れ
て
い
る
時
こ
そ
俳
句
を
詠

ん
で
、
五
七
五
の
世
界
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
時
代
と
俳
句

　

「
シ
ュ
ウ
ソ
ク
」
に
は
「
終
息
」
と
「
収
束
」
が
あ
る
。
完
全
制
圧
が
「
終
息
」
、

ほ
ぼ
事
態
が
収
ま
る
の
は
「
収
束
」
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
場
合
、
世
界
中
か

ら
感
染
者
が
い
な
く
な
る
「
終
息
」
は
恐
ら
く
無
理
。
「
収
束
」
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
今
ま
で
の
枠
組
み
は
も
は
や
成
立
し
な
い
。
コ
ロ
ナ
と
共
に
生
き
る
こ
と

を
前
提
に
切
り
替
え
が
必
要
だ
。

　

そ
ん
な
切
り
替
え
が
進
む
昨
今
、
俳
壇
と
歌
壇
が
並
ぶ
新
聞
や
雑
誌
な
ど
を
広
げ
て

み
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
は
じ
め
社
会
現
象
を
詠
ん
だ
作
品
が
多
く
載
る
の

は
歌
壇
の
方
だ
と
す
ぐ
に
分
か
る
。
な
ぜ
俳
句
に
は
そ
ん
な
作
品
が
少
な
い
の
か
。
さ

ま
ざ
ま
あ
る
だ
ろ
う
が
、
俳
句
形
式
に
も
そ
の
要
因
が
あ
る
。

　

富
澤
赤
黄
男
は
「
詩
は
〈
完
成
〉
を
希ね

が求
い
な
が
ら
、
し
か
も
、
み
ず
か
ら
〈
完

成
〉
を
拒
否
し
つ
づ
け
る
―
―
こ
の
根
源
的
な
矛
盾
が
、
わ
れ
わ
れ
を
詩
に
お
も

む
か
し
め
る
」
（
「
ク
ロ
ノ
ス
の
舌
」
）
と
書
く
。
短
歌
の
「
五
七
五
七
七
」
か
ら

「
七
七
」
が
取
り
払
わ
れ
た
か
た
ち
の
俳
句
は
、
宿
命
的
に
未
完
成
だ
と
い
う
。
俳
句

は
本
質
的
に
未
完
成
を
は
ら
ん
だ
ま
ま
完
成
し
た
形
式
だ
と
い
う
の
だ
。

　

短
歌
は
大
変
自
由
で
、
唯
一
の
制
約
は
五
句
三
十
一
音
の
定
型
。
そ
れ
に
比
べ
て
、

制
約
が
多
く
短
い
俳
句
は
多
く
の
こ
と
や
思
い
を
表
現
で
き
に
く
い
。
だ
か
ら
、
作
者

の
主
観
的
な
感
情
や
思
想
は
言
葉
の
裏
側
に
そ
っ
と
畳
ん
で
お
く
。
短
歌
は
リ
ア
ル
に

核
心
を
突
き
、
俳
句
は
見
え
な
い
も
の
を
見
せ
る
こ
と
で
七
七
の
足
り
な
い
部
分
を
補

う
。
主
観
や
思
い
は
隠
す
こ
と
で
見
せ
る
と
い
う
格
好
だ
。

　

そ
ん
な
背
景
か
ら
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
俳
句
は
、
感
情
や
主
観
的
な
思
い
を
極

力
抑
え
、
心
に
触
れ
た
物
に
代
弁
さ
せ
、
語
ら
せ
る
と
い
う
形
の
抒
情
詩
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
積
極
的
に
語
ら
ず
に
、
言
い
た
い
こ
と
を
物
に
語
っ
て
も
ら
い
、
読
者
に
言

葉
の
裏
側
を
読
ん
で
も
ら
っ
て
こ
そ
完
成
す
る
形
式
だ
。

　

短
歌
と
違
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
社
会
現
象
を
反
射
的
に
詠
ん
で
も
作
品
に
な
り
に

く
い
の
は
、
こ
の
宿
命
的
未
完
成
に
根
っ
こ
が
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
う
は
言
っ
て
も
わ
れ
わ
れ
は
、
俳
句
形
式
に
い
ち
い
ち
疑
問
を
持
つ
こ
と
な
ど
は

な
く
、
日
々
、
生
き
て
い
る
今
と
い
う
個
人
的
時
間
に
重
層
さ
せ
て
、
時
代
の
空
気
や

社
会
の
現
象
に
反
応
し
た
俳
句
を
作
り
続
け
て
い
る
。
リ
ア
ル
に
核
心
を
つ
け
な
い
宿

命
だ
が
、
作
句
と
い
う
行
為
は
時
代
を
写
す
鏡
に
違
い
な
い
。
そ
ん
な
俳
句
の
難
し
さ

の
中
に
あ
っ
て
も
、
現
状
か
ら
意
識
を
遠
ざ
け
る
こ
と
な
く
、
遭
遇
し
た
経
験
を
懐
深

く
沈
潜
さ
せ
含
蓄
さ
せ
て
詠
ん
で
い
き
た
い
も
の
だ
。

　
　

翻
車
魚
の
尾
鰭
の
通
る
夏
木
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
人

石
母
田
星
人

（
滝
）
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帰
る
な
と
告
げ
る
試
練
や
盆
の
月	

佐
藤　

詠
子
（
海
原
）

造
物
主
あ
り
芋
虫
も
ウ
イ
ル
ス
も	

小
野　
　

豊
（
小
熊
座
）

未
来
図
は
す
べ
て
白
紙
に
夏
落
葉	

佐
藤　

成
之
（
小
熊
座
）

身
に
入
む
や
コ
ロ
ナ
マ
ス
ク
の
物
干
場	

伊
澤
二
三
子
（
小
熊
座
）

約
束
の
日
に
ち
決
ま
ら
ぬ
秋
桜	
関
根　

か
な
（
小
熊
座
）

自
粛
と
は
船
旅
に
似
し
梅
雨
の
月	

土
屋　

遊
蛍
（
小
熊
座
）

語
れ
な
い
コ
ロ
ナ
と
語
る
無
月
か
な	

杉
山　

一
朗
（
小
熊
座
）

囀
や
校
庭
に
子
ら
誰
も
い
ず	

大
坂　

宏
子
（
小
熊
座
）

地
球
ご
と
マ
ス
ク
に
覆
う
夏
の
夢	

渡
辺
誠
一
郎
（
小
熊
座
）

放
課
後
は
カ
ヌ
ー
部
員
の
川
と
な
り	

鈴
木
ヨ
シ
子
（
き
た
ご
ち
）

検
温
で
始
ま
る
講
義
文
化
の
日	

菊
地　

幸
子
（
無
所
属
）

コ
ロ
ナ
来
て
こ
の
夏
空
の
底
抜
け
る	

中
村　

考
史
（
海
原
）

三
密
の
夏
と
一
緒
の
熱
中
症	

佐
藤　

み
ね
（
小
熊
座
）

青
嵐
わ
た
し
も
地
球
い
じ
め
た
の	

中
鉢　

陽
子
（
小
熊
座
）

コ
ロ
ナ
禍
の
世
界
地
図
見
る
残
暑
の
間	

宮
崎　
　

哲
（
小
熊
座
）

ゆ
く
夏
や
自
粛
の
間
を
ミ
シ
ン
踏
む	

佐
々
木
和
子
（
無
所
属
）

マ
ス
ク
手
洗
い
３
密
避
け
る
残
暑
か
な	

菅
原　

俊
夫

帰
省
自
粛
の
子
ら
を
思
へ
ば
鰯
雲	

伊
澤　

哲
雄
（
小
熊
座
）

人
類
に
ウ
イ
ル
ス
我
に
秋
刀
魚
饅	

髙
橋　

彩
子
（
小
熊
座
）

眼
で
測
る
人
と
の
間
合
ひ
梅
雨
の
街	

稲
村　

茂
樹
（
陸
）

コ
ロ
ナ
禍
の
真
っ
赤
な
地
球
半
夏
生	

星　
　

節
子
（
無
所
属
）

梅
雨
冷
や
駅
の
ベ
ン
チ
も
一
人
お
き	

菊
池　

修
市
（
青
岬
・
牧
）

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
サ
ン
フ
ァ
ン
号
が
火
達
磨
に	

八
島　

岳
洋
（
小
熊
座
）

コ
ロ
ナ
禍
の
山
河
を
暑
中
見
舞
い
来
る	

土
見
敬
志
郎
（
小
熊
座
）

自
粛
あ
ゝ
忘
れ
霜
さ
え
詩
を
抱
き	

狩
野　

康
子
（
海
原
）

秋
夜
覚
め
ま
だ
見
ぬ
コ
ロ
ナ
恐
れ
け
り	

島
田　

静
子
（
無
所
属
）

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
す
る
今
を
詠
む
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疫
病
は
ど
こ
吹
く
風
と
竹
の
春	

今
野　

勝
正
（
波
）

遠
雷
や
言
葉
は
封
鎖
さ
れ
ぬ
も
の	

平
山　

北
舟
（
小
熊
座
）

梅
干
と
味
噌
汁
で
凌
ぐ
コ
ロ
ナ
禍
を	

紺
野
み
つ
え
（
小
熊
座
）

呼
吸
し
て
無
月
に
菌
は
増
殖
す	

小
田
桐
妙
女
（
陸
）

九
穴
よ
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
田
水
引
く	

坂
下　

遊
馬
（
小
熊
座
）

新
涼
や
囲
炉
裏
の
灰
の
薄
明
り	

𠮷
沢　

美
香
（
小
熊
座
）

濡
れ
そ
ぼ
つ
あ
ぢ
さ
ゐ
活
け
て
家
籠
り	

新
藤　

綾
子
（
青
岬
）

コ
ロ
ナ
禍
の
塞
翁
が
馬
自
粛
中	
後
藤
九
尼
克
（
野
の
会
）

朝
顔
や
支
柱
の
先
は
濁
世
な
る	

丸
山
み
づ
ほ
（
小
熊
座
）

テ
レ
ワ
ー
ク
の
背
を
見
守
る
金
魚
か
な	

倉
基
七
三
也
（
滝
）

目
に
見
え
ぬ
魔
物
に
怯
え
霾
る
や	

郡
山
や
ゑ
子
（
小
熊
座
）

朝
顔
の
さ
か
り
コ
ロ
ナ
禍
制
す
が
に	

大
久
保
和
子
（
小
熊
座
）

川
霧
の
湧
き
来
る
朝
疫
病
濃
し	

鈴
木　

純
子
（
小
熊
座
）

隠
栖
と
気
ど
る
ほ
か
な
し
花
の
昼	

浪
山　

克
彦
（
小
熊
座
）

コ
ロ
ナ
禍
や
桜
蘂
降
る
通
学
路	

髙
橋
き
み
ゑ
（
青
岬
）

コ
ロ
ナ
禍
は
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
葱
坊
主	

鈴
木
八
洲
彦
（
波
）

青
簾
子
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
秘
書
ご
こ
ち	

小
関　

桂
子
（
青
岬
）

コ
ロ
ナ
禍
の
地
蔵
の
マ
ス
ク
昼
ち
ち
ろ	

鈴
木　

弘
子
（
滝
）

ウ
イ
ル
ス
に
銃
口
向
け
し
鉄
砲
百
合	

梅
森　
　

翔
（
滝
）

向
日
葵
の
蘂
の
稠
密
コ
ロ
ナ
貌	

小
倉　

協
三
（
姫
沙
羅
）

コ
ロ
ナ
死
は
遺
骨
待
つ
の
み
花
の
雨	

仙　

と
よ
え
（
新
俳
句
人
連
盟
）

コ
ロ
ナ
禍
の
死
者
の
出
る
星
天
の
川	

丸
山
千
代
子
（
小
熊
座
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
る
世
な
り
鳥
雲
に	

鈴
木　

三
山
（
滝
）

卯
の
花
腐
し
力
士
四
股
踏
む
無
観
客	

淺
沼
眞
規
子
（
陸
）

か
く
ん
と
膝
や
疫
病
の
二
百
十
日	

武
山　
　

平
（
青
岬
・
群
青
）

沈
み
込
む
金
魚
あ
な
た
に
会
ひ
た
く
て	

小
田
島　

渚
（
銀
漢
・
小
熊
座
）

自
粛
し
て
五
感
研
い
で
る
法
師
蟬	

蔦　

と
く
子
（
海
原
）

不
条
理
の
底
よ
り
仰
ぐ
初
夏
の
空	

小
村　

寿
子
（
陸
・
仙
台
青
鹿
会

）

は
た
た
神
コ
ロ
ナ
疫
病
の
も
と
叩
け	

水
戸　

勇
喜
（
小
熊
座
）

二
百
十
日
の
ド
ア
ノ
ブ
を
拭
き
に
来
る	

庄
子　

紅
子
（
牧
・
青
岬
）

コ
ロ
ナ
禍
で
人
来
ず
除
草
剤
撒
布	

小
松　

雅
朗
（
ロ
マ
ネ
コ
ン
テ
ィ
）

人
集
る
街
に
ウ
イ
ル
ス
牛
に
虻	

千
葉　
　

勝
（
き
た
ご
ち
）

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii
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か
は
ほ
り
の
こ
ゑ
や
第
二
波
第
三
波	

八
島　
　

敏
（
滝
）

禍
の
被
膜
に
し
み
る
晩
夏
光	

泉　

陽
太
郎
（
海
原
）

ウ
イ
ル
ス
は
生
没
未
詳
ひ
つ
じ
草	

佐
野　

久
乃
（
小
熊
座
）

藪
枯
ら
し
こ
の
土
手
の
風
知
り
尽
く
す	

永
野　

シ
ン
（
小
熊
座
）

韮
汁
や
Ｔ
Ｖ
に
世
界
地
図
真
つ
赤	

成
田　

一
子
（
滝
）

コ
ロ
ナ
禍
の
世
を
真
二
つ
に
黒
揚
羽	

嶺
岸
さ
と
し
（
海
原
・
青
岬
）

マ
ス
ク
せ
し
駱
駝
が
通
る
針
の
穴	

水
月　

り
の
（
小
熊
座
）

自
粛
す
る
街
並
バ
ラ
は
惜
し
み
な
く	
池
田　

紀
子
（
小
熊
座
）

山
椒
魚
我
が
眼
裏
に
棲
み
つ
き
ぬ	

渡
部　

陽
子
（
無
所
属
）

籠
も
り
ゐ
て
遠
き
桜
は
と
ほ
き
ま
ま	

日
下　

節
子
（
小
熊
座
）

詩
魂
に
は
自
粛
は
無
用
天
の
川	

高
野
ム
ツ
オ
（
小
熊
座
）

ウ
イ
ル
ス
を
春
の
稲
妻
祓
ひ
行
く	

野
田
青
玲
子
（
小
熊
座
）

秋
燕
ま
だ
括
ら
る
る
鈴
緖
か
な	

黒
河
内
玉
枝
（
小
熊
座
）

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
二に
い
ぜ
ろ
に
い
ぜ
ろ

〇
二
〇
年
の
マ
ス
ク	

長
岡　

ゆ
う
（
滝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
順
不
同
〉

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

表
現
と
当
事
者
性

　

先
の
東
日
本
大
震
災
の
震
災
句
に
つ
い
て
、
当
事
者
性
が
議
論
に
上
が
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
全
世
界
が
当
事
者
で
あ
る
。

　
　

韮
汁
や
Ｔ
Ｖ
に
世
界
地
図
真
つ
赤	

成
田　

一
子
（
滝
）

　

毎
日
、
外
国
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
。
地
球
は
丸
く
世
界
は
一
つ
と
改
め
て
思
う
。

十
月
現
在
で
日
本
の
感
染
者
は
十
万
人
を
超
え
た
が
、
二
・
六
倍
の
人
口
で
し
か
な

い
ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本
の
九
十
倍
の
感
染
者
数
が
で
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
日
本

も
い
つ
急
激
に
感
染
が
拡
大
し
は
じ
め
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　
　

詩
魂
に
は
自
粛
は
無
用
天
の
川	

高
野
ム
ツ
オ
（
小
熊
座
）

　
　

濡
れ
そ
ぼ
つ
あ
ぢ
さ
ゐ
活
け
て
家
籠
り	

新
藤　

綾
子
（
青
岬
）

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
移
動
を
抑
制
す
る
た
め
、
四
月
一
六
日
に
緊
急
事
態
宣

言
が
全
国
に
拡
大
さ
れ
、
家
族
に
す
ら
会
え
な
く
な
っ
た
。
句
会
な
ど
は
オ
ン
ラ
イ

ン
化
が
一
気
に
進
み
、
世
界
中
と
簡
単
に
交
流
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
今

後
も
新
し
い
可
能
性
を
開
い
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
対
面
で
人
に
会
え
な
い
と

い
う
不
自
由
さ
が
ス
ト
レ
ス
を
生
み
、
知
ら
な
い
う
ち
に
心
を
軋
ま
せ
て
い
る
。

　
　

地
球
ご
と
マ
ス
ク
に
覆
う
夏
の
夢	

渡
辺
誠
一
郎
（
小
熊
座
）

　

季
節
に
関
係
な
く
マ
ス
ク
を
す
る
毎
日
と
な
っ
た
。
夏
の
夢
に
浮
か
ぶ
そ
の
地
球

は
マ
ス
ク
に
覆
わ
れ
て
息
苦
し
そ
う
で
あ
る
。
夢
と
現
が
幾
度
も
反
転
し
な
が
ら
、

先
の
見
え
な
い
不
安
は
感
染
す
る
よ
う
に
拡
大
し
て
い
く
。

　
　

未
来
図
は
す
べ
て
白
紙
に
夏
落
葉	

佐
藤　

成
之
（
小
熊
座
）

　
　

コ
ロ
ナ
来
て
こ
の
夏
空
の
底
抜
け
る	

中
村　

考
史
（
海
原
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
失
業
者
は
世
界
中
で
激
増
し
て
い
る
。
日
本
で
は
大
手
企
業
が

来
年
の
新
卒
採
用
を
見
合
わ
せ
る
方
針
を
出
し
た
。
就
職
氷
河
期
に
若
者
の
採
用

縮
小
を
放
置
し
た
結
果
、
失
わ
れ
た
十
年
は
あ
っ
と
い
う
間
に
三
十
年
と
な
り
、
日

小
田
島　

渚

（
銀
漢
、
小
熊
座
）
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よう
こそ、現俳へ。

令和２年度新会員紹介
（５月入会）

　

俳
句
入
門
の
き
っ
か
け

　

友
達
に
誘
わ
れ
て
、
高
校
二
年
生
の
春
に
文
芸
部
に
入
部
し
た
。
文

芸
部
で
は
特
に
俳
句
に
力
を
入
れ
て
活
動
し
て
お
り
、
私
は
第
十
九

回
、
第
二
十
回
俳
句
甲
子
園
に
出
場
し
た
。
高
校
一
年
生
の
時
に
友
達

が
話
し
て
く
れ
た
俳
句
の
面
白
さ
や
魅
力
を
、
俳
句
甲
子
園
や
普
段
の

文
芸
部
の
活
動
の
中
で
身
を
も
っ
て
実
感
し
、
高
校
卒
業
後
も
俳
句
を

続
け
て
い
る
。
小
熊
座
の
句
会
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
二
〇
一
九
年
か
ら
小
熊
座
に
所
属
し
て
い
る
。

　
第
34
回
現
代
俳
句
東
北
大
会
（
☆
令
和
２
・
９
・
27　

青
森
）

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
為
、
兼
題
の
み
）

▽
秀
逸
賞

　
　

阿
弖
流
爲
の
眼
光
と
し
て
夏
の
星　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

彩
子

　
　

笹
粽
還
ら
ぬ
子
ら
の
た
め
に
結
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

日
下　

節
子

秋
風
や
畳
に
沿
つ
て
母
の
寝
る

犬
を
待
ち
犬
に
待
た
れ
て
薄
紅
葉

林
檎
切
る
指
の
先
ま
で
表
裏 𠮷　

澤　

美　

香　
（
小
熊
座
）

本
社
会
全
体
が
弱
体
化
し
た
。
転
職
を
繰
り
返
し
た
果
て
に
、
十
分
な
職
業
ス
キ
ル

を
持
て
な
い
ま
ま
中
高
年
を
迎
え
ざ
る
を
得
な
い
か
つ
て
の
若
者
た
ち
に
、
た
だ
自

己
責
任
と
い
う
言
葉
を
押
し
付
け
て
い
る
。
白
紙
と
な
っ
た
若
者
た
ち
の
未
来
に
は
、

優
先
的
に
具
体
的
な
対
策
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
世
を
真
二
つ
に
黒
揚
羽	

嶺
岸
さ
と
し
（
海
原
・
青
岬
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
緊
迫
し
て
い
る
世
界
が
分
断
し
て
い
く
恐
ろ
し
さ
を
暗
喩
し
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
る
。
政
治
的
な
思
惑
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
心
の
軋
み
や
不
安
か
ら

く
る
わ
ず
か
な
判
断
の
誤
り
が
、
戦
争
の
よ
う
な
危
機
を
誘
発
し
か
ね
な
い
。

　

あ
ら
た
め
て
表
現
と
当
事
者
性
を
考
え
る
。
三
月
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
の
緊
迫

し
た
現
場
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
と
な
っ
て
報
道
さ
れ
た
と
き
、
現
実
で
あ
る

は
ず
の
こ
の
現
実
が
遠
く
感
じ
ら
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
後
、
一
週
間
も
経
た
な
い

う
ち
に
競
う
よ
う
に
様
々
な
報
道
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
被
災
地
の
、
今

ま
さ
に
目
の
前
に
あ
る
現
実
が
ど
こ
か
物
語
と
し
て
消
費
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
違
和

や
抵
抗
を
感
じ
た
方
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
表
現
に
お
け
る
当
事
者
と

は
被
災
の
有
無
や
多
寡
で
は
な
く
、
表
現
し
よ
う
と
考
え
た
そ
の
時
か
ら
自
身
の
こ

と
と
な
り
、
当
事
者
性
を
持
つ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

二
百
十
日
の
ド
ア
ノ
ブ
を
拭
き
に
来
る　
　

庄
子　

紅
子
（
牧
・
青
岬
）

　
　

梅
雨
冷
や
駅
の
ベ
ン
チ
も
一
人
お
き　
　
　

菊
池　

修
市
（
青
岬
・
牧
）

　
　

検
温
で
始
ま
る
講
義
文
化
の
日　
　
　
　
　

菊
地　

幸
子
（
無
所
属
）

　
　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
背
を
見
守
る
金
魚
か
な　
　

倉
基
七
三
也
（
滝
）

　

自
身
の
日
常
に
引
き
つ
け
た
句
は
消
え
や
す
い
事
柄
の
記
録
と
も
な
る
。
一
方
で
、

な
ぜ
か
平
和
的
に
感
じ
て
し
ま
う
の
は
、
俳
句
が
一
点
に
集
中
す
る
あ
ま
り
、
そ
の

他
の
大
多
数
を
捨
象
し
て
し
ま
う
性
質
を
持
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
世
界
で
は
す
で
に

百
二
十
万
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
今
後
、
失
業
な
ど
に
よ
る
世
界
的
な
恐
慌
、
場
合

に
よ
っ
て
は
食
料
危
機
も
あ
り
う
る
。
時
の
経
過
か
ら
そ
の
集
中
す
る
一
点
が
厳
し

い
も
の
へ
と
変
貌
し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
漠
然
と
し
た
恐
ろ
し
さ
が
迫
っ
て
い
る
。

　
　

か
は
ほ
り
の
こ
ゑ
や
第
二
波
第
三
波	

八
島　
　

敏
（
滝
）

　
　

コ
ロ
ナ
死
は
遺
骨
待
つ
の
み
花
の
雨	

仙　

と
よ
え
（
新
俳
句
人
連
盟
）

　

百
年
後
、
何
が
世
界
の
役
に
立
つ
か
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。
な
ら
ば
、
言
葉
で
、

俳
句
で
、
今
を
生
き
る
想
い
を
遠
い
未
来
の
私
た
ち
へ
語
り
か
け
た
い
。

　
　

語
れ
な
い
コ
ロ
ナ
と
語
る
無
月
か
な	

杉
山　

一
朗
（
小
熊
座
）

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii
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角
川
『
俳
句
』
に
２
０
１
７
年
か
ら
２
０
１
９
年
に
か
け
連
載
さ
れ
て
い
た
氏

の
「
俳
句
旅
枕
」
が
こ
の
度
一
冊
の
本
に
な
っ
て
手
元
に
届
い
た
。

　

東
北
各
地
の
歌
枕
を
実
際
に
訪
ね
る
紀
行
文
の
か
た
ち
を
と
る
が
、
本
書
で
と

に
か
く
驚
か
さ
れ
る
の
は
氏
の
豊
か
な
知
識
と
見
識
の
深
さ
で
あ
る
。
俳
人
、
歌

人
、
詩
人
は
も
と
よ
り
、
小
説
家
、
思
想
家
、
医
師
、
漫
画
家
、
暗
黒
舞
踏
家
、

は
て
は
映
画
監
督
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
至
る
ま
で
実
に
様
々
な
人
物
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
読
書
は
、
一
冊
の
本
に
触
れ
る
こ
と
で
次
な
る
一
冊
に
続
く
「
芋
蔓

式
」
が
楽
し
い
が
、
本
書
は
そ
の
「
芋
蔓
」
が
一
本
で
は
な
く
、
一
冊
か
ら
無
数

に
伸
び
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
八
戸
の
「
特
異
な
思
想

家
」
安
藤
昌
益
や
、
津
軽
の
方
言
詩
人
高
木
恭
造
な
ど
東
北
人
ら
し
い
〈
濃
さ
〉

に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
彼
ら
に
ま
つ
わ
る
著
作
に
す
ぐ
に
で
も
触
れ
て
み
た
い
衝
動

に
駆
ら
れ
た
。

　

〈
現
代
版
『
お
く
の
細
道
』
〉
と
の
コ
ピ
ー
が
ふ
さ
わ
し
い
が
、
芭
蕉
の
そ
れ

と
の
大
き
な
違
い
は
氏
が
東
北
に
生
ま
れ
、
今
も
東
北
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
、
純
然
た
る
「
旅
人
」
で
な
い
点
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
聖
地
」
と
し
て
で
な

い
松
島
の
側
面
―
―
牡
蠣
や
海
苔
の
養
殖
と
い
っ
た
生
活
の
場
で
あ
る
一
面
に
芭

蕉
が
触
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
芭
蕉
の
頭
の
中
に
は
、
古
代
東
北
の
戦
乱
は

存
在
し
な
い
。
西
行
な
ど
の
古
人
の
詠
っ
た
「
壺
の
碑
」
の
幻
影
の
な
か
に
い
る

だ
け
」
（
Ⅵ
多
賀
城
）
と
い
う
こ
と
ば
も
、
こ
こ
に
生
き
る
人
の
な
ま
の
実
感
な

の
だ
ろ
う
。
ス
ッ
と
胸
に
響
い
て
く
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
末
の
松
山
」
「
野
田
の
玉
川
」
「
沖
の
石
」
と
い
っ
た
歌
枕
に
身

近
に
暮
ら
し
て
い
る
氏
は
「
歌
枕
を
前
に
し
た
諷
詠
は
、
現
実
よ
り
も
、
言
葉
の

幻
想
の
中
に
遊
ぶ
ほ
か
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
。
し
か
し
こ
れ
は
決

し
て
否
定
的
な
見
解
で
は
な
い
の
だ
と
思
う
。
氏
は
人
間
の
「
想
像
力
」
に
絶
大

な
る
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

「
ま
わ
り
を
海
に
囲
ま
れ
た
島
で
は
、
ど
の
道
を
歩
い
て
も
海
に
出
る
。
そ
の

後
は
、
海
に
出
る
の
か
、
そ
れ
と
も
自
ら
の
想
像
の
力
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
遠
い

世
界
へ
と
飛
翔
す
る
他
に
な
い
の
だ
、
島
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
」
（
Ⅵ
塩
竈

―
―
寒
風
沢
島
・
桂
島
）
。

　

「
闇
は
ま
さ
に
「
妄
想
」
を
喚
起
す
る
舞
台
装
置
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ

た
よ
う
に
思
う
」
（
Ⅳ
酒
田
―
―
飛
島
）
。

　

そ
も
そ
も
文
学
な
ど
明
る
い
と
こ
ろ
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
な
い
。
飢
饉
や
災
害

と
い
っ
た
東
北
の
歴
史
の
上
に
今
の
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
。
私
た
ち
は
本
能
的

に
「
闇
」
を
信
頼
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
う
ま
れ
る
想
像
力
も
。

　

氏
は
旅
先
で
そ
の
地
に
ま
つ
わ
る
俳
人
ら
の
文
章
を
「
書
写
」
し
「
魂
の
交

感
」
を
す
る
の
だ
と
い
う
。
ホ
テ
ル
の
一
室
に
ひ
ろ
が
る
墨
の
香
り
。
な
ん
と
い

う
豊
か
な
時
間
だ
ろ
う
。
本
の
終
盤
、
福
島
の
原
発
事
故
に
触
れ
て
い
る
部
分

が
あ
る
。
飛
散
し
た
放
射
能
の
半
減
期
は
長
い
も
の
で
十
万
年
に
及
ぶ
と
い
う
。

「
こ
の
時
間
の
長
さ
は
我
々
が
持
っ
て
い
る
言
葉
の
射
程
を
遥
か
に
超
え
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
氏
は
言
う
。

　

原
発
事
故
は
い
わ
ゆ
る
「
人
災
」
で
あ
る
。
人
間
が
「
想
像
力
」
を
駆
使
し
て
、

近
い
将
来
訪
れ
る
か
も
し
れ
な
い
悲
劇
に
も
っ
と
敏
感
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
静
か

に
墨
を
す
る
よ
う
な
心
持
で
冷
静
に
こ
の
世
界
を
見
つ
め
て
い
れ
ば
、
防
げ
た
か

も
し
れ
な
い
出
来
事
な
の
で
あ
る
。
過
去
、
現
在
、
未
来
を
自
ら
の
「
想
像
力
」

に
よ
っ
て
見
事
に
ま
と
め
あ
げ
た
氏
の
一
冊
に
触
れ
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
強
く
思

っ
た
。

想
像
力
へ
の
信
頼

渡
辺
誠
一
郎
著
『
俳
句
旅
枕
　
み
ち
の
奥
へ
』
（
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
）

成
　
田
　
一
　
子

（
滝
）
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■
今
地
球
上
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
世
界
の

死
者
数
も
、
こ
の
十
月
現
在
で
一
二
〇
万
人
に
迫
る
勢
い
・
終
息
の
兆
し
は
一
向

に
見
え
な
い
。
今
号
で
は
こ
の
状
況
を
詠
ん
だ
作
品
を
掲
載
し
た
。
呼
び
か
け
に
、

予
想
を
上
回
り
、
会
員
の
七
割
を
越
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
熱

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
少
な
く
て
も
俳
人
は
、
俳

句
を
作
る
こ
と
に
か
け
て
は
健
在
で
あ
る
。

■
こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
石
母
田
星
人
さ
ん
と
小
田
島
渚
さ
ん
に
筆
を

執
っ
て
い
た
だ
い
た
。
小
田
島
さ
ん
に
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
俳
句
に
読
ん
で
い
た

だ
い
た
上
で
、
論
じ
て
い
た
だ
い
た
。

■
九
月
に
予
定
し
て
い
た
青
森
で
の
東
北
大
会
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
吟

行
会
や
研
修
句
会
の
開
催
も
ま
ま
な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
ゆ
え
に
、
今

し
か
詠
め
な
い
も
の
、
詠
む
べ
き
も
の
、
詠
む
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

少
し
遠
く
を
見
な
が
ら
気
持
ち
だ
け
は
豊
か
で
あ
り
た
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

編
集
室
か
ら

発	

行	

所	

宮
城
県
現
代
俳
句
協
会

発	

行	

人	

渡
辺
誠
一
郎

事	

務	

局	

〒
九
八
五

－

〇
〇
七
二

	

塩
竈
市
小
松
崎
一
一
―
一
九

	

渡
辺
誠
一
郎　

方

	

電
話
〇
二
二

－

三
六
七

－

一
二
六
三





十年目の今、東日本大震災句集  わたしの一句
　
宮
城
県
俳
句
協
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
を
祈
り
、
明
日
へ
の
一

歩
を
刻
む
礎
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
と
二
〇
一
六
年
に
『
東
日
本
大
震
災
句
集
　

わ
た
し
の
一
句
』
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
三
月
で
東
日
本
大
震
災
よ
り
十
年
が
経
ち
ま
す
。

　
こ
の
節
目
を
俳
句
の
力
で
掬
い
あ
げ
、
震
災
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
未
来

へ
伝
え
る
一
冊
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 
　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
に
よ
り
、
震
災
か
ら
十
年
目
の
現
在
ま
で
を
詠
ん

だ
俳
句
を
募
集
い
た
し
ま
す
。被
災
や
居
住
地
を
問
わ
ず
、ど
な
た
で
も
ふ
る
っ

て
応
募
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

●
応
募
作
品

　
大
震
災
後
十
年
を
迎
え
る
今
日
ま
で
の
自
作
一
句
か
ら
三
句
ま
で
　
既
発
表
可

　
応
募
者
は
原
則
も
れ
な
く
一
句
掲
載
し
ま
す
。

　
四
六
判
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
　

　
※
内
容
は
自
由
で
す
が
、
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
俳
句
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
方
法

　
Ｂ
５
原
稿
用
紙
や
便
箋
な
ど
一
枚
の
用
紙
に
左
記
内
容
を
記
入
の
上
封
書
で
応
募

　
く
だ
さ
い
。

　
①
俳
句
三
句
以
内

　
②
大
震
災
当
時
の
居
住
地
―
市
町
村
名
（
政
令
都
市
は
市
区
名
）

　
③
氏
名
ま
た
は
俳
号
（
ふ
り
が
な
）、
現
在
の
年
齢

　
④
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号

　
⑤
句
集
の
購
入
希
望
の
有
無
を
必
ず
明
記
（
一
冊
以
上
の
場
合
は
希
望
の
冊
数
）

　
※
二
句
以
上
応
募
さ
れ
た
場
合
は
会
長
及
び
事
務
局
が
選
を
行
い
ま
す
。

●
応
募
料

　
無
料
。
た
だ
し
、
句
集
は
一
冊
　
一
，
〇
〇
〇
円
（
送
料
共
）
で
頒
布

　
頒
布
希
望
者
は
、
現
金
ま
た
は
定
額
小
為
替
で
、
句
と
と
も
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先
な
ど

　E-m
ail:w

atashinoikku@
gm

ail.com

　Tw
itter:@

w
atashinoikku

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の

　
応
募
も
で
き
ま
す
。
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

●
応
募
締
切
　
令
和
二
年 

十
二
月
十
五
日
（
火
）

●
応
募
先
　
〒
九
八
九

－

二
三
五
一

　
　
　
　
　
　
宮
城
県
亘
理
町
北
新
町
二
十
二
の
十
三
　
坂
下
遊
馬
方

　
　
　
　
　
　「
東
日
本
大
震
災
句
集
」
係

　
　
　
　
　
　
電
　
　
話
　
〇
九
〇

－

二
九
八
二

－

七
二
三
〇

主
催
　
宮
城
県
俳
句
協
会


